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集し得Tこ。これらの菌について細菌学的に形態学，
培養性状，生化学的特性特に histidine decarbo・
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' WG qy ニxylase activity等を精細に検討した結果，本菌は
ア サ リ 20その端毛性の鞭毛着生と糖類醗酵能からして Ber- 分譲株 
gey's manual (1957)の系統分類の中では Family (1957) (魚〉 2 
Pseudomonadaceaeの中の genusAeromonas I乙 計| 46 
属すべきものであることが判明した。併しその発育
児海水程度の食塩其他の無機塩類、を要求する所から に平板を覆って本菌の集落の形成を阻害することに 
marine formであって本属にこれに該当する菌種 あった。食塩加ss寒天， McConky寒天等には本
が見当らない。従って本菌は新菌種とすべきもので 菌は増殖するし， swarmingする菌の汚染を防ヤこ
ありその命名については相磯教授らによって Aero- とが出来た。かくて新に 33菌株を加え乙れと柳沢 
monas aquamarinum或は Aeromonasichthyo- 文徳教援の研究室で分離された 2株を加えて 46菌 
dermis等が考慮されている。 株となった。 
著者は主として本菌の培養性状，ヒスタミン産生 2. 本菌の形態学的並びに培養性状の特徴
能，食品細菌としての性能等について行った研究成 培養菌は普通染色，グラム染色でよく染色される
績を記載する。 グラム陰性の短梓菌で 0.8~ 1. 0 x 1.0~1.5μ 程度で
1.菌株の分離と蒐集 ある。本菌は特に pleomorphismを呈することは 
1957年 7月までに分離された 11株については既 ない。芽胞を形成せず，端在性の 1本の鞭毛が認め
報の如くであるが其後の菌株蒐集は第 1表に示した られる(写真参照)。
如くである。分離材料は海産魚類，海産蟹，アサリ 食塩を 3%K添加した nutrientagar plate上
等である。分離方法は 3%食塩加ブイヨンに魚介類 の集落は正円形，平滑，やや隆起し灰白色を呈し殆
を投入し 250，~300C で 24 時間増菌後食塩加 ss 寒 んど chromogenesisを見ることはない。
天，或は食塩力ilMc Conky 寒天平板に培養 24~48 発育食塩濃度は後述するように 0.2~5 %である
時間後発生した集落のうち，端毛性のグラム陰性菌 が至適濃度は 2~3% である。発育温度は 15，--，37CC
でグルコースから酸とガスを発生し，食塩無添加の で至適域は 25~350C である。食塩加ブイヨン中で
スラントには全く或は殆んど発育しない菌株をもつ の発育は平等の潤濁を示し菌膜，沈査の生成等は見
て本菌群と見なし，以後精細な性状検査を行って決 られない。
定した。本菌の分離に当って困難を感じた点は，分 乙れの性状は第2表に一括して掲げた。
離培地として食塩寒天平板を用いたのでは海水性 3. 生化学的性状 
Pseudomonasのうぢ swarmingするものが早期 本菌の生化学的性状検査にはすべての培地r3 % c.
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proteolyticの activity の低い乙とを示す性状の
一つである。 
(3) H 2Sの産出: SIM培地で判定した場合，全
菌株共硫化水素の産生を認めたのであるが，比較的
弱L、産生でときに陰性になる乙ともあった。 
(4)硝酸塩還元: 全菌株共陽性であった。一般
に海水性のグラム陰性梓菌群はこの反応が陽性であ
るが本菌もこの点は共通している。 
(5) caseinの水解: ミルクカゼインを乳濁させ
た平板に本菌を移植して蛋白分解酵素の産生による
カゼインの水解を透明帯の生成によって判定したの
であるが全株共陰性であり， gelatine非溶解性と共
に本菌の proteolyticの傾向の少ないことを示すも
のである。 
(6) Litmus milk: 食塩添加ミルク中に於いて
菌の増殖は認められるが 2週間の観察期間中ミルク
に変化は起らなかった。 
(7) Urease: Christensenのウレア培地に食塩
を加えたもので Ureaeの産生を検討したが可成り
著明にウレアーゼの産生のあるもの，弱い産生の認
められるもの，或は実験の度比 variableであるも
の等がある。併し数回の実験の結果は 38 株が+~
土であり， 8株は一~土と云う状況であり，ウレ
アーゼ産生菌と見倣すことも出来る。 
(8) starchの水解: 本菌は澱粉分解性の菌であ
るので澱粉の水解作用も大部分の株比認められ， 31 
株は陽性， 5株は弱く陽性と云う程度であった。 
(9) Sodium citrateの利用: Simmonの培地
で検定すると 1株も陽性のものは見られなかった。 
(10) M. R-test及び V.P反応: Methylred 
testは全株陽性， Voges-proskauer reactionは全
第 3表生化学的性状 
Indole 産 生 
Gelatin溶解 
H2S 産 生 十(弱く〉 
5 十 
Casein水解 
Litmus milk 
KN03 1
、
昼"'- フじ
no change 
Urease 十又は variable 
Starch 水解 十 31株，土 5株 
Citrate利 用持 
M. R. 試験 十 
V. P. 反応 
Haemolysis時 +3株， - 43株
持Simmonの培地による，制山羊血液を使用。
marine form Aeromonasの鞭毛
(電子顕微鏡像)
菌株番号 AK-ll，細く長い 1本の端在性鞭毛
菌株番号 NH-15，普通の盤光菌の
極毛より著しく細い。
第 2表 本菌の形態並びに培養性状
短 梓 菌
0.8~1.0 x 1.0~15μ 
陰 性
な し
な し
端在性単毛
15~370C (至適 25~350C)
0.2~5% (至適 2~3%)
正円形，平滑，やや隆起，
灰白色乃至半透明
形
大 き さ 
グラム染色
芽 胞
英 膜
鞭 毛
発 育 温度 
発育食塩濃度 
集 落
ブイヨン発育| 平等混濁，菌膜なし，沈澱
なし 
lと食塩を添加して行った。 
(1) Indole産生: 全株共インドールを産生しな
い。一般に marine bacteria Kはインドールを産
生する菌種が多く特R.marine pseudomonas(2)(3) 
(4)はインドール産生能を一つの特性としているので
本菌がインドール陰性で‘あることは鑑別診断K役立
つ。 
(2) Gelatin溶解: ゼラチンの溶解作用は 2--3
週間の観察中陽性の菌株は無い。乙の乙とは本菌が 
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例陰性であった。 
(11)溶血反応: 山羊血球加平板で溶血の有無を
見るに，	 3株は明らかな溶血が認められた。
以上の生化学的性状は一括して第3表に掲げた。 
4. 含水炭素の醗酵
本菌は糖類を醗酵して酸とガスを産生する能力を
有するととが特徴の一つであってその活性はあたか
も腸内細菌の如き感を呈する。 glucose，fructose， 
galactose，mannose等の単糖類並びに 2糖類のう
ち maltoseからは 1日で酸とガスを産生する。 2
糖類のうち sucroseは利用出来ない菌株が多く， 15 
株が 3~10 日で陽性となる。之に反して lactose を
醗酵する菌は見当らなかった。 starch，dextrin， 
glycogenも全株陽性であった。 glycerolでは全株
が酸を産生したがガスの発生は見られなかった。
その成績は第4表に-括して掲げた。

第 4表 糖 の 分 解
 
glucose 
fructose 
galactose
十十十十
十1 33，十ト10
又は土 13
十1_214，
十7-10 3
dexitrin 
glycogen 
mannose inulin 
xylose mannitol 
arabinose sorbitol 
lactose dulcitol 
sucrose -3 15+3-10 1， adonitol 
maltose +1 glycerol 十5-10
starch 十136，+ト1010 salicin 
+:酸とガス産生，但し glycerolよりは酸を
産生するがガス発生はみられない。
小数字は日数を，大数字は株数を示す。
5. 食塩及び他の塩類濃度と発育との関係(5)(6)(7)
本菌がその発育に海水の塩類濃度に相当した塩
類を要求することは既に記載したが NaClの外 
NaN03，KClを用いてこれら塩類の添加濃度と発育
との関係を検討して見た。使用菌株は HH-1，HN-
13の2株である。 1%ぺプトン (Difco proteose 
peptone)水に純度の高い塩類をモjレ濃度で、添加し
てその発育による潤濁性を比渇計で測定して比較し
た。その成績は第 1図に掲げた通りである。 NaCl
第 1図 発育と塩類濃度との関係(比濁法〉 
aoooco 
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1.0 1.2 1.4 
1担額濃度 (M) 
optimum2~3% がNaClち1育が止っている。.Tl
に下降し 0.8Mで終っておって増殖の範囲は著しく
狭い。 KClの場合は NaN03と同じ様な狭い範囲の
カーブを画くばかりでなく optimumの範囲での増
発育の程度
ω
2M 17%) Kの場合は仏 (1. から増殖曲線は急 上昇
0.4--0.6M optimumし， で になり以後急に下降せ
(8.2%)ず徐々に増殖度は下り1.4M にいたって発 
0.1% 5であるが 以下では急カーブで下落するのに 
%以上でもゆるいカーブを持っている。この傾向は 
2 株共同様であった。 NaN0 を用いた場合は 0.2~3
0.6M optimumの範囲に がありしかも増殖度は 
NaCl 0.6Mよりも高くなっている。 しかし から急
殖度そのものが低い値を示した。
乙れらの実験から見ても本菌は他の海水菌の多く
の種と同様に好塩性を有しその増殖は，食塩，硝酸
塩等の塩類に依存している。 
6. アミノ酸脱農酸作用
本菌のアミノ酸脱炭酸作用を調べる為rc.， Mりller
法ω及び paperpartition chromatographyを用
いて実験した。 arginine，lysine，ornithine及び 
l-glutamic acid については腸内細菌の場合に常用
される Mりller法を用い， histidine については被
検菌を casaminoacid medium Ir:18時間培養し
た洗糠菌体を histidineを0.5%に加えたフタ Jレ酸
緩衝液 pH5.0 K混入し 300CK保ち， 12時間後に
その微量を検体としてアンモニヤ水飽和ブタノーノレ
を溶媒とする第一次元の櫨紙分配クロマトグラフイ
によって histamineを定性し， 脱炭酸酵素産生の
有無を判定した。その成績は第5表Ir:示した如く 
第 5表 アミノ酸脱炭酸作用
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つつある菌に依り産生されるとスタミンを円猪紙ク
1.6~3.2(46) (20mg/cc(17) 
ganiiの場合のととく特に大量のヒスタミン産生菌
とは思われなかったので、あるが初期の分離菌の多く
は保存菌株としてすでに 2 3年を経過しているの"，-， 
であるが，その活性は殆んどの株が失われずに保有 
されている。最近Kなってとれらの菌株の histidi-
10_ -20 304050 60 7U、 
Time in minutes 
ロマト法で検定する方法でスクリーニングを行って
きたのであるが， 44株中分離当初クロマト法で陽性
を示した菌株は 19株で 43%の陽性率を示しその高
い分布は注目すべきものがあった。 
ζれらの菌株は分離当初培地 1cc当り 0.2--0.8 
mgのヒスタミンを産生する程度で Proteusmor-
長円櫨紙夕ロマト法，培地 1cc中に
産生蓄積されたヒスタミン mg. 
第 2図 Histidine decarboxylase 
activity in QC02 
COzμ1 
100 
ne decarboxylase activityを再検討する為種々の
実験を行って見た所，好適な培養条件を揃える ζと 
に依って Pr.morganii に匹敵する大量ヒスタミン 
産生能のあることが判明した。分離時ヒスタミン産
生の認められた 21株について，マグロ或はサンマー
等の赤身の魚肉浸出液寒天の高圧滅菌したものに別 
に滅菌したブドー糖を 2%の割に加えたスラントに
て1回植えつぎ，次いで同じブドー糖加魚肉浸出液
のブロスに移植して 270C 3~4 日培養したものにっ
いて円漉紙クロマト法でヒスタミン産生量を定量し
て見ると， 第 6 表lζ見る如く大部分の株が 3.2~1.6 
mg/ccの大量のヒスタミンを産生し只4株ピけが
不成功l乙終った。
此の様l乙大量のヒスタミンを産生する菌株が 46
株中の 17株 39%と云う高い分布を示したものは 
Pr. morganii(11)以外には報告のない所であり興味
深い発見であると思われる。
これらの菌株のうち HN-15をえらんで histidine
decarboxylase activity をワールブ、ルグ検圧法で
測定してみると第2図の如くなり QC02値は 29.5と
なり， }レッター法の測定値と相対応するものであつ
た。
8. 本菌の血清学的分類
本菌の例えば HH-1の生菌で家兎を免疫して得ら
れた免疫血清をもって凝集反応を試みると，生菌を
抗原とした場合は homologousの HH-1株に 1280
×をもって凝集するが他KHH-10 Kも凝集する。
凝集原に加熱菌を用いると上記 2株の外 AKー7他 4 
arginineでは供試菌 36株中全株が陽性'となり， 第 6表 蒐集株の魚肉エキス培地中に
lysineでは 34株中 17株が陽性， 17株が陰性とな 於けるヒスタミン産生
り， ornithineでは 36株中 9株だけが陽性， 1・glu醐 分離年月| 菌株番号 分離時持 現在活性活性 
.6/cc (1)HN-15， m0g.8/CC m1g 
HN-13 
円 
HH-1，HH-2， 

HH-3，-H-H4， 0.4~0.8 1.6~3.2 (5) 

HH-10 

HH-6，HH-7， 

HH-8，HH-9， 

AK-15，AK-16， 0.8 1.6~3.2 (3)
AK-17 

AK-1，AK-2， 

AKK--235，AK-13， 0.4 1.6~3.2 (6) 

AK-25，AK-32 

~)~))
何 一  
Jm.
伐計 
J AAKKiqO' ' iAU n L
官
ハ- Aumg

tamic acidでは 3株丈が陽性であった。 histidine
では 46株中 21株が陽性であった。 
7. ヒスタミン産生作用
本菌がヒスチヂンからヒスタミンを産生する作用
のあることは本菌研究の端緒となった事柄である
い分離に当り常に注意して追求してきた所である。
著者の本研究の主目的もこ ζにあるわけである。
前報に於ては 11株中 6株がヒスタミンを産生し，
その酵素産生力も比較的安定であった。研究室同人
はさ動成にω
染せに菌
氏汚さ験離弘を生実分順焼産るの山塩をせ後中のンさ其のりミ起
1956. 7 
(2) 
1957. 7 
(5) 
1957. 7 
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1957.10 
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1958. 7~9 
(6) 
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第7表 本菌の血清学的分類 
HN-13生菌免疫J充 血 清 IHH-1生菌免疫 IAK-6加熱菌免疫 AK-20生菌免疫 HH-4生菌免疫
生菌加熱菌 生菌加熱菌 生菌加熱菌 生菌 加熱菌品企オ生菌 加熱菌
HH-1他 1株 x1280 x1280 
AK-6他 4株 x1280 
HN-13 一 一
3N6他 1株
AK-20他 1株 一
HH-2他 5株
HH-4 
HH-9他 5株
他 21 株 一
一 x2560 
一 X2560 
一 
一 一
一 一
一
一
一
一 一

一

x640 x1280 
一 x 640 
一 一 
一
一
一
一 一
C: sucrose，ー starch十d，dextrin +d 
株に 1280xで凝集する。AK-7株の加熱菌をもって
免疫すると homologousの生菌とは凝集しないで
加熱菌とのみ凝集する。そこで4株のO抗原を異に
する菌株を用いて血清学的分類を試みた所，第7表
及び第8表の如き表を得た。即ち第I型が 7株，第 
E型が 3株，第E型が8株，第百型が 7株，合計 25
株が4型に分類されたが，他の 21株は凝集が見ら
れなかった。この血清型と糖分解のパターン並びに
ヒスタミン産生株との関係を第8表に掲げたが 
serotypeと biotypeとの問に特定の関連は見られ
なかった。
9. 食品腐敗作用
本菌はその生化学的性状を概観すれば容易に理解 
一 一 一
 
一
 一 一 
一 一 一 一 
一 一 一 
x2560 x5120 一 一 
一 x5120 一 
一 x1280 x2560 
x2560一 
一 一 一
請 出移独，敗単腐乙験肉実メの】フムロヒ場熱た加し 
48時間 76時間 
第 8表 血清型と糖分解並びにヒスタミン 第 9表
産生との関係 
肉質の軟化色調変化腐敗臭菌の増殖肉質の軟化色調変化腐敗臭菌の増殖肉質の軟化色調変化腐敗臭菌の増殖
明E
司

存一¥¥株保一¥菌
24時間
2 1 8 3 
HH-1 +一一一 十土一一 十ト土土土
血清型 タン株ス生ヒミ産
菌 株 [A -B C 計
1 HH-1，HH-10，AK-6， 
AK-8，AK-27，AK-28， 1 7 4 
AK-29 。
24 
rHN-13，AK-5，AK-16 2 1 3 1 
II HH-2，HH-3，HH-6， 
AK-3，AK-10，AK-19， 5 
HH-3 +一一一 十土一一 -1++土十AK-20，AK-21 
IV 	HH-4，HH-9，HH-ll， HN-13 
AK-2，AK-4，AK-25， 
件十土十
件土土土
+土一一
+土一一
土一一一
+一一一AK-74761 。 
AK-26 	
AK-16 +一一一 十土一一 十十+土土他
5 7 9 21 9
そ
の
AK-25 +一一一 十土一一 +十土土土
計	 19 12 46 21 IA 十一土一件一沼菌)ら(植T + 一十十十1十件+十 +十ト	-H十#十十件
Biotype 
A: sucrose十d，starch十l' dextrin 十i 
B: sucrose，ー starch 十1，dextrin 十1 
照移対非 
出来る如く含水炭素酸酵菌であって蛋白質をアミノ
酸，アンモニアにまで分解する Proteolyticの活性
は弱い。ゼラチン非溶解，カゼイン非水解，インド
ール非産生，硫化水素弱陽性等の諸性質はこのこと
を裏書きするものである。併し自然の食品l乙対しど
のような腐敗作用を呈するかを実験して見た。
直径 8cm，深さ 5cmの硝子容器にヒラメ肉 1cm
大に細切して食塩を 3%1と加えて煮沸したものを 
15ケおさめ高圧滅菌による滅菌後， 各菌株の 24時
間培養ブイヨンの 1~2 滴を移植して蓋をして 270C 
K保存して肉質の変化を官能検査により判定した。
その成績は第9表の如くで第 1日には変化なく，第 
2日自民移植菌の増殖は明らかに認められたが，腐
敗臭は著明でなく，肉質の変化も明瞭には認められ
なかった。第3日目にいたり腐敗臭はみとめられ，
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第 10表 加熱マグロ肉単独移植による実験腐敗 
1 2 3 
臭色硬 pH臭色硬臭色硬
のさ
変 
のさのさ
変変2 2 2
化化 
  
HH-1 一一一 

化化 化化明
+十+持 6.4一一一
十土土器 6.2+一一HH-3 一一一
+土土 6.8一一一HN-13 一一一
AK-6 +-土 7.0一一一
+ - + 7.2一一一AK-15 一一一
十一+6.4 
!I I 黄褐 l 
AK-22 一一一
AITS-17i十一一|十社 十 I+H-叶十 8.4I-'- I 色|
.4，HH-1=22測定値，-NNH3長 
HH-3=25.2 (0時 15.2mg %) 
肉質の軟化も見られたが極めて軽度で，対照に用い
た marineformの PseudomonasAITS-32株が
2日にして殆ど腐敗を引起したのに比較して本菌群
の腐敗力の微弱なことが証明さ、れたく3)(12)(13)。
加熱マグロ肉を用いた実験でも第 10表に示した
如く弱L'作用しか観察されなかった。この実験では
3日後lζHH-1，HH-3株の移植マグロについては
揮発性アンモニア態窒素を測定して見たがO時 15.2
mg%であったのが 22ム 25.2mg%に増加した程
度で、初期腐敗の段階に止った。 
10.本菌の抗生物質、及び防腐剤に対する感受性
抗生物質として streptomycin， chlortetracy開 
c1ine，食品防腐剤として Z-furan，sorbic acid， 
dehydroacetic acidをえらび本菌がとれら抗菌物
質に対しどのような感受性を有するかを測定した。
実験方法は agar streak method Kより cc当
り2mg，1 mg，500r，50r，10r，5r，1r，0r，の
各濃度に於ける発育菌株数を記載した。第 11表に
その成績を掲げた。
第 11表 抗生物質及び防腐剤に対する感受性
十~濃~I2 1 500 50 10 戸守口
streptomycin Kは50rJccでは全株が阻止され 
10r/ccでは全株が発育し，中等度の感受性を示し
た。 chlortetracyclineKは 10r/ccでは全株が阻
止され， 1r/ccでは 31株が発育し 7株はそれ以下
の感受性を示した。 Z-furanKは 10r/ccで全株阻
止， 5r/cc で全株発育した。乙れらの強い抗菌剤~K
対しては他の食品細菌K比し高い感受性を示す細菌
と云うことが出来よう(14)0 sorbic acid Kは1mg/ 
ccで全株発育， dehydroacetic acid Kは2mg/cc
でも 3株が発育しある程度抵抗性を示した。
者按
著者らが本菌の第1例 HN-15株を分離したのは 
1956年夏であったが，本菌の学会報告は 1957年 6
月日本細菌学会第 10回関東支部例会であった(17)。
其後 11株の分離株について 1958年 8月日本衛生学
雑誌くりに発表した。柳沢文徳教援が当研究所に在任
中，教援の研究室で好塩性のヒスタミン産生菌と分 
離されたが，医科歯科大学K転任されてから該菌を
新菌種とされ Halobacteriumhistaminium(15)(16) 
と命名された。併しこの菌は運動性がないので著者
らの菌とは異るものと考えられる。 
本菌の分類学的考察: 本菌は海水並びに海産魚
介類比普辺的lζ 分布しているグラム陰性梓菌で 
polar K monotrichousの鞭毛を有し，多くの糖
類を醗酵して酸とガスを発生する特性をもってい
る。生化学的性状は EnterobacteriaceaeK似てい
るが形態学的には PseudomonasK近いものであ
る。 Bergey'sManualから本菌類似のものを求め
ると発育に 2~3% の NaCl を必要とすると云う条
件を別にすれば Pseudomonadaceaeの genus 
Aeromonas或は genusPhotobacteriumがある。
併し本菌は何等の発光作用も見られないので genus 
Aeromonas K該当する如く思われる。併し又 
Bergey's manual (1957)の genusAeromonas 
kは marineformの speciesの記載がない。本
菌を若し Aeromonasの seawater speciesと考
えれば分類学的には極めて自然のように思われる。
r 1.ru ;:)r r 薬剤~~竺I mg mg r 
。
。
 
38普。 
o39 
著者の指導者である相磯教授は本菌K Aeromonas 
streptomycin 
aureomycm 
38 58.6. aquamarinum或は Aeromonas ichthyodermis 
31 38.6. なる命名を考慮しているがこれら分類学的の問題に
Z-furan 39ム。
39 ついては近く別の論文で詳論する、予定である。sorbic acid 39 39ム 
dehid ydro acetic 3 
ac 
39 39 39ム 
ヒスタミン産生能: 本菌の生化学的特性の一つ
は histidine decarboxylationが強い乙とと，乙の
器発育株数を示す，ム被検株数を示す。 酵素の産生株の分布が高いことである。このことは
第 1号 海瀬:海水性 Aeromonasの研究 ~155-
食品衛生学的にも意義が深く，ヒスタミン産生菌と
して食物によるヒスタミン中毒の発生を促進する作
用がある。著者の分離株 46株中半数が魚肉エキス
中で 1cc当り 3.2mgのヒスタミンを産生すること
は Proteusmorganiiのヒスタミン産生力に匹敵
するもので marine bacteriaの中でも特異な存在
として注目されるものである。
食品腐敗作用: 本菌は蛋白質分解作用は弱く，
単独で魚肉蛋白質を破壊し，脱アミノ作用lとよりア
ンモニアまで分解しきる働きは低い。他の marine 
form Pseudomonasの性状比較べて lndolnega・ 
tiv，Gelatin liquifaction negative，H2S prodac-
tion active but week，Litmus milk no change， 
Casein not hydrolised等の点で特徴を示してお
り，前述の saccharolyticの activitiesとamino-
acid decarboxylase activitiesと相まって本菌の
細菌学的の興味を一層そそるものである。
総 括
著者は海水，海産魚介類から海水性の Aeromo-
nas 46株を分離し，その形態，培養性状，生化学的
特徴，系統分類，ヒスタミン産生作用，血清型によ
る分類，腐敗細菌としての活性等を検討して大よそ
次の如き結果を得た。 
1.本菌は海水，海産魚介類に広く分布している
グラム陰性の短梓菌で polarK monotrichousの
鞭毛を有し活発K運動する。 
2. 発育には海水I乙相当する濃度の食塩を必要と
しその至適濃度は 2~3% で，発育範囲は NaCl 0.2 
~89るである。 NaCl を NaN03 ， KCl等でおきかえ
ても発育は可能である。即ち本菌は普通の培地には
発育しないか発育が遅く弱い海水細菌の 1菌種であ
る。 
3. 本菌はインドールを産生せず，ゼラチン不溶
解，硝酸を還元し，硫化水素は弱く産生し，リトマ 
スミルクに変化を与えず， メチルレッド反応は陽 
性，フォゲスプロスカウエjレ反応は陰性，ウレアー
ゼを有する株が多く，ブロスを平等花園渇して発育
する。但しこれらの諸検査の為培地に食塩を添加す
ることが必要である。 
4. 多くの糖類を醗酵して酸とガスを産生する。
但しラクトース，マニトール等は利用出来ない。グ
リセロールからは匝変のみを{乍る。 
5. 乙れらの諸性状から本菌の系統分類学上の位
置を求めると， Aeromonasの seawater formと
も云うべき新しい菌種であると云う乙と lζなる。血
清学的に本菌株を 4型民分類して見たが 25株が4
血清型に分類され， 21株はそのいずれの血清とも凝
集しなかった。 
6. 本菌はヒスチヂンを脱炭酸してヒスタミンを
産生する能力が強く， 46株中 21株が陽性，このう
ち 18株は魚肉浸出液培地中に 1cc当り 3.2mgの
ヒスタミンを産生し，魚類のヒスタミン中毒の原因
菌として Pr.morganiiと共比重要な意義を有する
乙とが判明した。 
7. 本菌は蛋白質を分解してアシモニアを産生す
る所謂腐敗力は弱く，単独で魚類を腐敗させる作用
は他の海水菌に比して劣っている。 
8. 本菌は抗生物質に対して感受性が高く菌株中 
K streptomycin，chlortetracycline或は nitro-
furan誘導体に対する抵抗株は存在していない。
稿を終るに当り恩師相磯教授の御指導御校閲
留に深甚なる感謝の意、を表し，実験に御協力を賜

った飯田講師をはじめ教室の協同研究者諸氏に

厚く謝意を表する。
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